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　災害防止効果の算定に当たって約
10,000 万戸と膨大な数に及ぶ受益地内
の家屋、事業所をＧＩＳデータベース
化し、これに排水解析結果（確率雨量
毎の湛水深等）を反映させ、被害額の
算定にかかる作業時間の短縮と正確性
を確保した。また、総費用算定対象施
設が約 1,300 施設であることから、総
費用検算プログラム（チェックシート）
を作成して検算チェック（見える化）
を実施し、膨大な施設数の総費用算定の正確性を確保した。

 新川流域二期農業水利事業 再評価検討業務 新川流域二期農業水利事業 再評価検討業務

新潟市、 燕市及び弥彦村地内

【表彰理由】

代表取締役社長 吉　田　伸　宏

〒452-0822 愛知県名古屋市西区中小田井五丁目 450 番地

ＴＥＬ052-501-1361 ＦＡＸ052-502-1628

　ダム洪水吐周辺は急峻な環境で大型
重機を搬入できる仮設を造成できない
工事現場であり、改修すべき洪水吐内
で仮設計画を工夫して工事を進捗しな
ければならなかったが、フォークリフ
トを活用し、先端の急流箇所にはウイ
ンチと台車により資機材を小運搬する
など、丁寧かつ安定的な施工を実現し
た。また、洪水吐の左右岸で重機の使
い分けと区画分けを行うことで効率性・
工事安全性を向上させたほか、張出足場の採用により工期短縮を図った。

 関川用水農業水利事業 笹ヶ峰ダム洪水吐施設補修工事 関川用水農業水利事業 笹ヶ峰ダム洪水吐施設補修工事

妙高市大字杉野沢地内

【表彰理由】

代表取締役　稲　葉　千　秋

〒943-0132　新潟県上越市大字辰尾新田１番地

ＴＥＬ025-524-4510　ＦＡＸ025-522-7780

久保田建設株式会社
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　現場は降雪期間の約６カ月間は作業
ができず、工期内でいかに効率よく現
場作業を進められるかが課題であるこ
とから山側の上部Ａ鉄塔の建設では、
比較検討の上、資機材の搬入に大型ヘ
リコプターを使用した。綿密な工程の
調整・管理により飛行回数を多く減ら
したほか、騒音による現場周辺に生息
する猛禽類への影響の緩和に役立った。
また、現場発生材として転石や洪水吐
ゲートの建屋鋼製カバーを現場法面補強や索道のウインチ保護カバーに加
工して有効活用し、条件不利な山中の現場で工期やコスト縮減に繋げた。

 笹ヶ峰二期農地保全事業 Ｍブロック索道建設工事 笹ヶ峰二期農地保全事業 Ｍブロック索道建設工事

妙高市大字杉野沢地内

【表彰理由】

専務執行役員支店長　川　島　康　広

〒930-8515　富山県富山市桜木町１－11

ＴＥＬ076-439-0360　ＦＡＸ076-442-7076

北陸支店

北陸農政局が表彰式北陸農政局が表彰式

2024年度農業農村整備事業優良工事等2024年度農業農村整備事業優良工事等

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
（順不同）

若鈴コンサルタンツ㈱ 佐藤工業㈱北陸支店

久保田建設㈱

受賞者と関係者が一緒に記念撮影

優れた技術で優れた技術で
 事業に貢献 事業に貢献


